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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークを介して通信する間使用するための１つまた
は複数のデータ構造を記憶し、前記１つまたは複数のデータ構造は、前記サブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅および前記サブ１ギガヘ
ルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な空間ストリームに対応し、
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの前記１つまたは複数の利用可能な帯域
幅は、１メガヘルツの帯域幅を含み、
　各データ構造は、複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各
々に対して、
　　前記ＭＣＳインデックスを含むパケットの変調スキームと、
　　前記パケットを符号化するコーディングレートと、
　　前記パケットにおけるサブキャリアシンボル当たりのビットの数と、
　　前記パケットにおけるデータシンボルの数と、
　　前記パケットにおけるパイロットシンボルの数と
　　前記パケットにおける直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのコード化さ
れたビットの数と、
　　前記パケットにおけるＯＦＤＭシンボルあたりのデータビットの数と、
　を示し、
　前記１つまたは複数のデータ構造のうちの少なくとも１つは、前記１メガヘルツの帯域
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幅に対して、１つの空間ストリームが使用されるとき、
　　前記ＭＣＳインデックスが１０であるとき、前記変調スキームは、２位相偏移変調（
ＢＰＳＫ）であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの数は、１であり、ＯＦＤ
Ｍシンボル当たりの前記コード化されたビットの数は、２４であり、ＯＦＤＭシンボル当
たりの前記データビットの数は、６であることを示す、
　非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項２】
　各データ構造は、前記複数のＭＣＳインデックスの各々に対して、
　符号化器の数と、
　前記パケットに関連付けられた少なくとも１つのデータレートと
　をさらに示し、
　前記データ構造の全ては、前記複数のＭＣＳインデックスの各々に対して、単一符号化
器が前記パケットを符号化することを示す、請求項１に記載の非一時的プロセッサ可読媒
体。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのデータレートは、前記パケットにおける第１のガードインターバ
ルに関連する第１のデータレートと、前記パケットにおける第２のガードインターバルに
関連する第２のデータレートとを含む、請求項２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項４】
　前記第１のガードインターバルは各々、８マイクロ秒の継続時間を有し、前記第２のガ
ードインターバルは各々、４マイクロ秒の継続時間を有する、請求項３に記載の非一時的
プロセッサ可読媒体。
【請求項５】
　前記データシンボルの数は２４である、請求項１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体
。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のデータ構造の内の少なくとも１つは、
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの動作帯域幅が２メガヘルツであり、１
、２、または４つの空間ストリームが使用されるとき、９に等しい前記ＭＣＳインデック
スが利用できないこと、
　前記動作帯域幅が８メガヘルツであり、３つの空間ストリームが使用されるとき、ここ
において、前記ＭＣＳインデックスが６であるとき、前記変調スキームは、６４－ＱＡＭ
Ｃであり、前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前
記ビットの数は、６であること、
　前記動作帯域幅が１６メガヘルツであり、３つの空間ストリームが使用されるとき、こ
こにおいて、前記ＭＣＳインデックスが９であるとき、前記変調スキームは、２５６値Ｑ
ＡＭであり、前記コーディングレートは、５／６であり、サブキャリアシンボル当たりの
前記ビットの数は、８であること
　を示す、請求項２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項７】
　特定の前記ＭＣＳインデックスは、非整数であるＯＦＤＭシンボル当たりの前記データ
ビットの数、ＯＦＤＭシンボル当たりの前記データビットの数の指数、非整数である前記
符号化器の数、またはＯＦＤＭシンボル当たりの前記コード化されたビットの数の指数、
および非整数である前記符号化器の数に基づいて利用できない、請求項２に記載の非一時
的プロセッサ可読媒体。
【請求項８】
前記データ構造の少なくとも１つは、少なくとも１つの帯域幅および少なくとも１つの空
間ストリームに対して、
　前記ＭＣＳインデックスが０であるとき、前記変調スキームは、ＢＰＳＫであり、前記
コーディングレートが１／２であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの数が１
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であること、
　前記ＭＣＳインデックスが１であるとき、前記変調スキームは、４位相偏移変調（ＱＰ
ＳＫ）であり、前記コーディングレートは、１／２であり、サブキャリアシンボルあたり
の前記ビットの数は、２であること、
　前記ＭＣＳインデックスが２であるとき、前記変調スキームは、ＱＰＳＫであり、前記
コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの数は
、２であること、
　前記ＭＣＳインデックスが３であるとき、前記変調スキームは、１６値直交振幅変調（
１６－ＱＡＭ）であり、前記コーディングレートは、１／２であり、サブキャリアシンボ
ル当たりの前記ビットの数は、４であること、
　前記ＭＣＳインデックスが４であるとき、前記変調スキームは、１６－ＱＡＭであり、
前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの
数は、４であること、
　前記ＭＣＳインデックスが５であるとき、前記変調スキームは、６４値ＱＡＭ（６４－
ＱＡＭ）であり、前記コーディングレートは、２／３であり、サブキャリアシンボル当た
りの前記ビットの数は、６であること、
　前記ＭＣＳインデックスが６であるとき、前記変調スキームは、６４－ＱＡＭであり、
前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの
数は、６であること、
　前記ＭＣＳインデックスが７であるとき、前記変調スキームは、６４－ＱＡＭであり、
前記コーディングレートは、５／６であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの
数は、６であること、
　前記ＭＣＳインデックスが８であるとき、前記変調スキームは、２５６値ＱＡＭ（２５
６－ＱＡＭ）であり、前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル
当たりの前記ビットの数は、８であること、
　前記ＭＣＳインデックスが９であるとき、前記変調スキームは、２５６値ＱＡＭであり
、前記コーディングレートは、５／６であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビット
の数は、８であること、または
　これらの任意の組み合わせを示す、請求項１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項９】
　前記データ構造のうちの少なくとも１つは、
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの動作帯域幅が１メガヘルツであるとき
、
　　前記データシンボルの数は２４であり、
　　前記パイロットシンボルの数は、２であり、
　　前記符号化器の数は１であること、
　前記動作帯域幅が２メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は５２であり、
　　前記符号化器の数は４であり、
　　前記符号化器の数は１であること、
　前記動作帯域幅が４メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は１０８であり、
　　前記パイロットシンボルの数は６であり、
　　前記符号化器の数は１または２であること、
　前記動作帯域幅が８メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は２３４であり、
　　前記パイロットシンボルの数は８であり、
　　前記符号化器の数は１、２、または３であること、
　前記動作帯域幅が１６メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は４６８であり、
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　　前記パイロットシンボルの数は１６であり、
　　前記符号化器の数は１、２、３、４、または６であること
　を示す、請求項２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のデータ構造のうちの少なくとも１つは、特定のＭＣＳが利用でき
ないことを示す、請求項１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項１１】
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ａｈプロトコルに従って動作する、請求項１に記載の非一時的プロセッサ可読
媒体。
【請求項１２】
　プロセッサによって実行されたとき、前記プロセッサに、
　第１の帯域幅で動作しながら第１の数の空間ストリームを使用する前記サブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークを介して第１のパケットを受信することと、
　前記第１のパケットから第１のＭＣＳインデックスを抽出することと、
　前記第１の帯域幅および前記空間ストリームの第１の数に対応する前記１つまたは複数
のデータ構造のうちの第１のデータ構造を識別することと、
　前記第１のＭＣＳインデックスおよび前記第１のデータ構造に基づいて前記受信したパ
ケットの少なくとも１つの符号化特性を決定することと、
　前記少なくとも１つの符号化特性に基づいて前記第１のパケットを復号することと
　を行わせる、命令をさらに備える、請求項１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項１３】
　前記第１のＭＣＳインデックスは、前記第１のパケットの物理レイヤ（ＰＨＹ）プリア
ンブルの信号（ＳＩＧ）フィールドから抽出される、請求項１２に記載の非一時的プロセ
ッサ可読媒体。
【請求項１４】
　送信機で、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間ストリームを使用するサブ１ギ
ガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケットを通信することに使用するために利用
可能な複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）からＭＣＳを選択することと、
ここにおいて、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、１メガヘルツの帯域幅
での動作をサポートする、
　前記選択されたＭＣＳに対応するＭＣＳインデックスに基づいて、および前記少なくと
も１つの符号化特性を示す１つまたは複数のデータ構造に基づいて、少なくとも１つの符
号化特性を決定することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のデータ構造のうちの少
なくとも１つは、前記１メガヘルツの帯域幅に対して、１つの空間ストリームが使用され
るとき、
　　前記ＭＣＳインデックスが１０であるとき、変調スキームは、２位相偏移変調（ＢＰ
ＳＫ）であり、サブキャリアシンボル当たりのビットの数は、１であり、直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのコード化されたビットの数は、２４であり、ＯＦＤＭ
シンボル当たりのデータビットの数は、６であることを示す、
　前記パケットに前記ＭＣＳインデックスを挿入することと、
　前記少なくとも１つの符号化特性に基づいて前記パケットを符号化することと、
　受信機に前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークを介して前記符号化されたパケ
ットを送ることと
　を備える、方法。
【請求項１５】
　受信機で、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間ストリームを使用するサブ１ギ
ガヘルツワイヤレスネットワークを介して送られたパケットを受信することと、ここにお
いて、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、１メガヘルツの帯域幅での動作
をサポートする、
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　前記受信されたパケットから変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックス
を抽出することと、
　前記受信機に記憶されたデータ構造を識別することと、ここにおいて前記データ構造は
、前記特定の帯域幅および前記特定の数の空間ストリームに対応する、
　前記受信されたパケットの少なくとも１つの符号化特性を、前記抽出されたＭＣＳイン
デックスおよび前記識別されたデータ構造に基づいて決定することと、ここにおいて、前
記識別されたデータ構造は、前記１メガヘルツの帯域幅に対して、１つの空間ストリーム
が使用されるとき、
　　前記ＭＣＳインデックスが１０であるとき、変調スキームは、２位相偏移変調（ＢＰ
ＳＫ）であり、サブキャリアシンボル当たりのビットの数は、１であり、直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのコード化されたビットの数は、２４であり、ＯＦＤＭ
シンボル当たりのデータビットの数は、６であることを示す、
　前記少なくとも１つの符号化特性に基づいて前記受信されたパケットを復号することと
　を備える、方法。
【請求項１６】
　１つまたは複数のデータ構造を記憶するメモリと、前記１つまたは複数のデータ構造は
、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅および
前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な空間ストリ
ームに対応し、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの前記１つまたは複数の利
用可能な帯域幅は、１メガヘルツの帯域幅を含み、各データ構造は、複数の変調およびコ
ーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各々に対して、前記ＭＣＳインデックスを
含むパケットの少なくとも１つの符号化特性を示す、
　前記メモリに結合されるプロセッサと、前記プロセッサは、
　第１の帯域幅で動作しながら第１の数の空間ストリームを使用する前記サブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークを介して受信された第１のパケットから第１のＭＣＳインデッ
クスを抽出し、
　前記受信されたパケットの少なくとも１つの符号化特性を、前記第１の帯域幅および前
記第１の数の空間ストリームに対応する前記複数のデータ構造のうちの第１のデータ構造
における前記第１のＭＣＳインデックスの検索に基づいて決定する、
　ように構成され、ここにおいて、前記第１のデータ構造は、前記１メガヘルツの帯域幅
に対して、１つの空間ストリームが使用されるとき、
　　前記ＭＣＳインデックスが１０であるとき、変調スキームは、２位相偏移変調（ＢＰ
ＳＫ）であり、サブキャリアシンボル当たりのビットの数は、１であり、直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのコード化されたビットの数は、２４であり、ＯＦＤＭ
シンボル当たりのデータビットの数は、６であることを示す、
　を備える、装置。
【請求項１７】
　１つまたは複数のデータ構造を記憶するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは
複数のデータ構造は、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用
可能な帯域幅および前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利
用可能な空間ストリームに対応し、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの前記
１つまたは複数の利用可能な帯域幅は、１メガヘルツの帯域幅を含み、各データ構造は、
複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各々に対して、前記Ｍ
ＣＳインデックスを含むパケットの少なくとも１つの符号化特性を示し、前記１つまたは
複数のデータ構造のうちの少なくとも１つは、前記１メガヘルツの帯域幅に対して、１つ
の空間ストリームが使用されるとき、
　　前記ＭＣＳインデックスが１０であるとき、変調スキームは、２位相偏移変調（ＢＰ
ＳＫ）であり、サブキャリアシンボル当たりのビットの数は、１であり、直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのコード化されたビットの数は、２４であり、ＯＦＤＭ
シンボル当たりのデータビットの数は、６であることを示す、
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　前記パケットに含まれる特定のＭＣＳインデックスに基づいてパケットを処理するため
の手段と
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記処理するための手段は、前記ＭＣＳインデックスに基づいて前記パケットを符号化
するように構成される符号化器を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記処理するための手段は、前記ＭＣＳインデックスに基づいて前記パケットを復号す
るように構成される復号器を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ａｈプロトコルに従って動作する、請求項１７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連技術】
【０００１】
　関連出願の相互参照　
　[0001]本出願は、その内容全体が参照によって明白に本明細書に組み込まれている、２
０１２年４月２日に出願した同一出願人が所有する米国仮特許出願第６１／６１９，３３
７号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示はワイヤレスデータ通信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]技術の進歩によって、コンピューティングデバイスはより小型にかつより高性能
になっている。たとえば、現在、小型で、軽量で、ユーザが簡単に持ち運べる、携帯式の
ワイヤレス電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、およびページングデバイスなどのワイヤレス
コンピューティングデバイスを含む、様々な携帯式の個人向けコンピューティングデバイ
スが存在する。より詳細には、携帯電話およびインターネットプロトコル（ＩＰ）電話な
どの携帯式のワイヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声およびデータパケ
ットを通信することができる。多くのそのようなワイヤレス電話は、エンドユーザに拡張
機能を提供するために、追加のデバイスを組み込んでいる。たとえば、ワイヤレス電話は
、デジタルスチルカメラと、デジタルビデオカメラと、デジタルレコーダと、オーディオ
ファイルプレーヤとを含むこともできる。また、そのようなワイヤレス電話は、インター
ネットにアクセスするために使用され得るウェブブラウザアプリケーションなどのソフト
ウェアアプリケーションを実行することができる。したがって、これらのワイヤレス電話
は、著しい計算能力を含むことができる。
【０００４】
　[0004]多くの通信システムでは、ネットワークは、いくつかの対話している空間的に離
隔されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用することができる。ネットワー
クは、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであ
り得る地理的範囲によって分類することができる。そのようなネットワークは、それぞれ
、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）
、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれる場合がある。ネッ
トワークはまた、様々なネットワークのノードとデバイスとを相互接続するために使用さ
れる交換／ルーティング技術（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信に利用される
物理媒体のタイプ（たとえば、有線対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルの
セット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワー
キング）、イーサネット（登録商標）など）によって異なる場合がある。
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【０００５】
　[0005]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素が可動であり、動的な接続性のニ
ーズを有するとき、またはネットワークアーキテクチャが固定式ではないアドホックなト
ポロジーで形成される場合、好適であり得る。ワイヤレスネットワークは、無線、マイク
ロ波、赤外線、光、または他の周波数帯域内の電磁波を使用する、誘導されない伝搬モー
ドにおける無形の物理媒体を利用することができる。ワイヤレスネットワークは、有利な
ことに、固定式の有線ネットワークと比較すると、ユーザの移動性および迅速な現場配置
を容易にすることができる。
【０００６】
　[0006]ワイヤレスネットワーク内のデバイスは、他のデバイス／システムと情報を送信
／受信することができる。情報はパケットを含む場合がある。パケットは、オーバーヘッ
ド情報（たとえば、ネットワークを介してパケットをルーティングすることに関するヘッ
ダ情報、パケット特性など）、ならびにデータ（たとえば、パケットのペイロード内のユ
ーザデータ、マルチメディアコンテンツなど）を含む場合がある。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]ワイヤレスネットワーキングシステムは、様々な周波数レンジおよび様々な帯域
幅で動作することができる。電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１は、ワイヤレ
スネットワーキングに関連する業界規格、プロトコル、およびグループのセットである。
たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、および８０２．
１１ｎは、家庭またはオフィスの環境内などの顧客構内のワイヤレスネットワーキングで
使用できるワイヤレスネットワーキング規格である。「進行中」のＩＥＥＥ８０２．１１
規格には、（「Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　ｉｎ　＜　６ＧＨｚ」と題
する）８０２．１１ａｃ、（「Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　ｉｎ　６０
ＧＨｚ」と題する）８０２．１１ａｄ、（「Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＬＡＮ）　ｉｎ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｐａｃｅ」と
題する）８０２．１１ａｆ、および（「Ｓｕｂ－１ＧＨｚ」と題する）８０２．１１ａｈ
が含まれる。
【０００８】
　[0008]特に、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、１ギガヘルツよりも小さい周波数でのワイ
ヤレス通信に関連付けられる。そのような通信は、センサなどの低デューティサイクルを
有するデバイスに有用であり得る。たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈネットワークを
介して通信するワイヤレスセンサは、数秒間起きて、少しだけ測定を実行し、測定の結果
を宛先に通信し、次いで数分間スリープすることができる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈワ
イヤレスネットワークは、１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１６ＭＨｚ
の帯域幅で、１つ、２つ、３つ、または４つの空間ストリームを使用する通信をサポート
することができる。
【０００９】
　[0009]サブ１ＧＨｚネットワーク（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈネットワーク
）内のメッセージの特性を制御するシステムおよび方法が開示される。たとえば、送信機
から受信機にメッセージ（たとえば、パケット）を送る前に、送信機は、変調およびコー
ディングスキーム（ＭＣＳ）を選択してメッセージに適用することができる。帯域幅／空
間ストリームの組合せごとに、２つ以上のＭＣＳが利用可能であり得る。選択されたＭＣ
Ｓに対応するインデックス値は、メッセージに含まれる場合がある。たとえば、ＭＣＳイ
ンデックスは、メッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）プリアンブルの信号（ＳＩＧ）フィー
ルドに含まれる場合がある。メッセージが受信されたとき、受信機はＭＣＳインデックス
を使用して、メッセージを復号する際に有用であり得る様々なメッセージ特性を判断する
ことができる。一実装形態では、送信機および受信機は、各々、ＭＣＳインデックスによ
って検索され得るデータ構造（たとえば、テーブル）を記憶するか、または場合によって
はそれにアクセスすることができる。
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【００１０】
　[0010]サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークを介して通信されるパケットは、複数のフ
レームフォーマット（たとえば、シングルユーザ（ＳＵ）または「ショート」フォーマッ
トおよびマルチユーザ（ＭＵ）または「ロング」フォーマット）のうちの１つに準拠する
ことができ、様々なタイミングパラメータに準拠することができる。フレームフォーマッ
トは、パケットに何のフィールドが含まれるか、およびパケット内のフィールドの順序を
識別することができる。タイミングパラメータは、パケットに関連する量とフィールド継
続時間とを示すことができる。フレームフォーマットおよび／またはタイミングパラメー
タは、パケットの符号化および／または復号で使用することができる。様々なフレームフ
ォーマットのためのタイミングパラメータを示すデータ構造（たとえば、テーブル）は、
送信機および受信機に記憶されるか、または場合によってはアクセス可能であり得る。
【００１１】
　[0011]サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークを介して通信されるパケットはまた、トー
ンスケーリングを受ける場合がある。たとえば、パケットの様々なフィールドは、異なる
量によってトーンスケーリングすることができる。トーンスケーリングパラメータは、パ
ケットの符号化および／または復号で使用することができる。様々なフィールドのための
トーンスケーリングパラメータを示すデータ構造（たとえば、テーブル）は、送信機およ
び受信機に記憶されるか、または場合によってはアクセス可能であり得る。
【００１２】
　[0012]特定の実施形態では、非一時的プロセッサ可読媒体は、サブ１ギガヘルツワイヤ
レスネットワークを介して通信する間に使用するための１つまたは複数のデータ構造を記
憶する。１つまたは複数のデータ構造は、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１
つまたは複数の利用可能な帯域幅およびサブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つ
または複数の利用可能な空間ストリームに対応する。サブ１ギガヘルツワイヤレスネット
ワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅は、１メガヘルツ帯域幅を含む。　各データ
構造は、複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各々に対して
、ＭＣＳインデックスを含むパケットの変調スキームと、パケットを符号化するコーディ
ングレートと、パケットにおけるサブキャリアシンボル当たりのビットの数と、パケット
におけるデータシンボルの数と、パケットにおけるパイロットシンボルの数とを示す。
【００１３】
　[0013]別の特定の実施形態では、方法は、送信機で、特定の帯域幅で動作しながら特定
の数の空間ストリームを使用するサブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケ
ットを通信することに利用するために利用可能な複数の変調およびコーディングスキーム
（ＭＣＳ）からＭＣＳを選択することを含む。サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワーク
は、１メガヘルツの帯域幅での動作をサポートする。方法はさらに、選択されたＭＣＳに
対応するＭＣＳインデックスに基づいて少なくとも１つの符号化特性を決定する。方法は
、パケットにＭＣＳインデックスを挿入することと、少なくとも１つの符号化特性に基づ
いてパケットを符号化することと、受信機に符号化されたパケットを送ることとをさらに
備える。
【００１４】
　[0014]別の特定の実施形態では、方法は、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間
ストリームを使用するサブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークを介して送られたパケッ
トを受信することを含む。サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、１メガヘルツの
帯域幅での動作をサポートする。方法はさらに、受信されたパケットから変調およびコー
ディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスを抽出する。方法は、受信機に格納されたデー
タ構造を識別することをさらに含み、データ構造は、特定の帯域幅および特定の数の空間
ストリームに対応する。受信されたパケットの少なくとも１つの符号化特性を、抽出され
たＭＣＳインデックスおよび識別されたデータ構造に基づいて決定することを含む。方法
はさらに、少なくとも１つの符号化特性に基づいて受信されたパケットを復号することを
含む。
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【００１５】
　[0015]別の特定の実施形態では、装置は、１つまたは複数のデータ構造を格納するメモ
リを含む。データ構造は、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の
利用可能な帯域幅および空間ストリームに対応する。サブ１ギガヘルツワイヤレスネット
ワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅は、１メガヘルツの帯域幅を含む。各データ
構造は、複数のＭＣＳインデックスの各々に対して、ＭＣＳインデックスを含むパケット
の少なくとも１つの符号化特性を示す。装置はさらに、メモリに結合されるプロセッサを
含み、第１の帯域幅で動作しながら第１の数の空間ストリームを使用するサブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークを介して受信された第１のパケットから第１のＭＣＳインデッ
クスを抽出するように構成される。プロセッサはさらに、受信されたパケットの少なくと
も１つの符号化特性を、第１の帯域幅および第１の数の空間ストリームに対応する複数の
データ構造のうちの第１のデータ構造における第１のＭＣＳの検索に基づいて決定するよ
うに構成される。
【００１６】
　[0016]別の特定の実施形態では、装置は、１つまたは複数のデータ構造を記憶するため
の手段を含む。１つまたは複数のデータ構造は、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワー
クの１つまたは複数の利用可能な帯域幅およびサブ１ギガヘルツワイヤレスネットワーク
の１つまたは複数の利用可能な空間ストリームに対応する。サブ１ギガヘルツワイヤレス
ネットワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅は、１メガヘルツの帯域幅を含む。各
データ構造は、複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各々に
対して、ＭＣＳインデックスを含むパケットの少なくとも１つの符号化特性を示す。装置
はさらに、パケットに含まれる特定のＭＣＳインデックスに基づいてパケットを処理する
ための手段を含む。
【００１７】
　[0017]開示された実施形態のうちの少なくとも１つによってもたらされる１つの特定の
利点は、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークを介して通信されるメッセージ（たとえば
、パケット）の様々な特性を制御できる能力である。たとえば、そのような特性には、Ｍ
ＣＳ、フレームフォーマット、タイミングパラメータ、トーンスケーリングパラメータ、
および／または本明細書に記載される他の特性が含まれ得る。
【００１８】
　[0018]本開示の他の態様、利点、および特徴は、以下のセクション、すなわち、図面の
簡単な説明、発明を実施するための形態、および特許請求の範囲を含む、本出願全体を検
討すれば明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のメッセージ特性を制御するように動作
可能なシステムの特定の実施形態の図。
【図２Ａ】図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図２Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図２Ｃ】図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図３Ａ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図３Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図３Ｃ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図４Ａ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図４Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図４Ｃ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図４Ｄ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図５Ａ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図５Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図５Ｃ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
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【図５Ｄ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図６Ａ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図６Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図６Ｃ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図６Ｄ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図７Ａ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図７Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図７Ｃ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図７Ｄ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図８Ａ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図８Ｂ】図１のＭＣＳテーブルの追加の具体的な例を示す図。
【図９Ａ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が使
用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図９Ｂ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が使
用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図９Ｃ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が使
用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図９Ｄ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が使
用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図１０Ａ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が
使用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図１０Ｂ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が
使用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図１０Ｃ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が
使用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図１０Ｄ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに単一の符号化器が
使用されるときの図１のＭＣＳテーブルの具体的な例を示す図。
【図１１】ＭＣＳインデックスに基づいてサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のメッ
セージ特性を判断する方法の特定の実施形態のフローチャート。
【図１２】ＭＣＳインデックスに基づいてサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のメッ
セージ特性を制御する方法の特定の実施形態のフローチャート。
【図１３】図１のパケットに対して使用できるフレームフォーマットの特定の実施形態を
示す図。
【図１４】図１のタイミングパラメータの具体的な例を示す図。
【図１５】サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のフレームフォーマットおよびタイミ
ングパラメータを制御する方法の特定の実施形態のフローチャート。
【図１６】図１のトーンスケーリングパラメータの具体的な例を示す図。
【図１７】サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のトーンスケーリングパラメータを制
御する方法の特定の実施形態のフローチャート。
【図１８】サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のメッセージ特性を制御するように動
作可能な構成要素を含むモバイル通信デバイスのブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0030]図１は、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク１４０内のメッセージ特性を制御
するように動作可能なシステム１００の特定の実施形態の図である。特定の実施形態では
、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク１４０は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコル
に従って動作する。ワイヤレスネットワーク１４０は、複数の帯域幅と１つまたは複数の
空間ストリームとをサポートすることができる。たとえば、ワイヤレスネットワーク１４
０は、１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１６ＭＨｚの帯域幅と、１つ、
２つ、３つ、または４つの空間ストリームの使用とをサポートすることができる。
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【００２１】
　[0031]システム１００は、送信機１１０と受信機１２０とを含む。図１では単一の送信
機と受信機が示されているが、代替の実施形態は、２つ以上の送信機と受信機を含む場合
があることに留意されたい。送信機１１０と受信機１２０は、例示的なパケット１３０な
どのパケットを介して通信することができる。図１では専用の送信機１１０と専用の受信
機１２０が示されているが、いくつかのデバイス（たとえば、送受信機または送受信機を
含むモバイル通信デバイス）は、パケット送信ならびにパケット受信の両方が可能であり
得ることに留意されたい。このように、ワイヤレスネットワーク１４０は双方向通信をサ
ポートする。
【００２２】
　[0032]送信機１１０は、ＭＣＳテーブル１１１と、タイミングパラメータ１１２と、ト
ーンスケーリングパラメータ１１３とを記憶するか、または場合によってはそれにアクセ
スすることができる。送信機１１０は、パケット１３０などのパケットを作成および符号
化するように構成されたパケット作成器／符号化器１１４を含む場合がある。作成器／符
号化器１１４は、作成および符号化のプロセスの間、パケット１３０の１つまたは複数の
特性を設定することができる。
【００２３】
　[0033]たとえば、作成器／符号化器１１４は、複数の利用可能な変調およびコーディン
グスキーム（ＭＣＳ）からパケット１３０の特定のＭＣＳを選択することができる。どの
ＭＣＳが利用可能かは、ワイヤレスネットワーク１４０で使用中の帯域幅および空間スト
リームの数に依存する場合がある。特定の実施形態では、ワイヤレスネットワーク１４０
に接続されたデバイスは、（たとえば、ビーコン、プローブ応答、または他の制御メッセ
ージを介して）ワイヤレスネットワークに関連付けられたアクセスポイントにより、帯域
幅および空間ストリームの数を通知される場合がある。デバイスはまた、ワイヤレスネッ
トワーク１４０を介して通信されるメッセージを調査することによって、帯域幅および空
間ストリームの数などのネットワーク特性を判断することができる。どの特定のＭＣＳが
選択されるかは、チャネル状態、距離、および所望のデータレートなどの要因に基づく場
合がある。送信機１１０は、帯域幅と空間ストリームの数の組合せごとに利用可能なＭＣ
Ｓを識別する、１つまたは複数のＭＣＳテーブル１１１を記憶するか、または場合によっ
てはそれにアクセスすることができる。作成器／符号化器１１４は、選択されたＭＣＳの
インデックスをパケット１３０に挿入することができる。特定の実施形態では、ＭＣＳイ
ンデックスは、パケット１３０の物理レイヤ（ＰＨＹ）プリアンブルの信号（ＳＩＧ）フ
ィールドに含まれる場合がある。ＭＣＳインデックスは、パケット１３０の変調スキーム
およびコーディングレートを示すことができ、また、サブキャリアシンボル当たりのビッ
ト数、データシンボルの数、パイロットシンボルの数、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）
シンボル当たりのコーディングされたビットの数、（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのデータ
ビットの数、パケット１３０を符号化するために使用される符号化器の数、データレート
、および／またはガードインターバルなどの、パケット１３０のさらなる符号化特性を示
すことができるか、またはそれらを導出するために有用であり得る。ＭＣＳテーブルの具
体的な例は、図２～図１０を参照して記載される。
【００２４】
　[0034]受信機１２０は、それぞれ、ＭＣＳテーブル１１１、タイミングパラメータ１１
２、およびトーンスケーリングパラメータ１１３と同じであり得る、ＭＣＳテーブル１２
１と、タイミングパラメータ１２２と、トーンスケーリングパラメータ１２３とを記憶す
るか、または場合によってはそれらにアクセスすることができる。受信機１２０は、受信
されたパケット１３０などの受信されたパケットを処理するように構成されたパケット抽
出器／復号器１２４を含む場合がある。たとえば、抽出器／復号器１２４は、パケット１
３０からＭＣＳインデックスを抽出することができる。抽出器／復号器１２４は、ワイヤ
レスネットワーク１４０で使用中の帯域幅および空間ストリームの数に対応する、ＭＣＳ
テーブル１２１のうちの特定のＭＣＳテーブルを識別することができ、抽出されたＭＣＳ
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インデックスに対応する特定のＭＣＳテーブル内の特性値を検索することができる。検索
に基づいて、抽出器／復号器１２４は、パケット１３０の１つまたは複数の符号化特性を
判断することができ、符号化特性に基づいてパケット１３０を復号することができる。
【００２５】
　[0035]パケット１３０は、複数のフレームフォーマット（たとえば、シングルユーザ（
ＳＵ）または「ショート」フォーマットおよびマルチユーザ（ＭＵ）または「ロング」フ
ォーマット）のうちの１つに準拠することができ、様々なタイミングパラメータに準拠す
ることができる。特定の実施形態では、フレームフォーマットは、送信機１１０によって
選択されるか、または受信機１２０によって指定される。フレームフォーマットは、パケ
ット１３０に含まれるべきフィールドと、パケット１３０内のフィールドの順序とを識別
することができる。タイミングパラメータは、パケット１３０に関連する量と、フィール
ド継続時間とを示すことができる。このように、フレームフォーマットおよび／またはタ
イミングパラメータは、パケット１３０の符号化および／または復号で使用することがで
きる。様々なフレームフォーマットのためのタイミングパラメータを示すデータ構造（た
とえば、テーブル）は、送信機および受信機に記憶されるか、または場合によってはアク
セス可能であり得る。たとえば、タイミングパラメータは、タイミングパラメータ１１２
として送信機１１０で、かつタイミングパラメータ１２２として受信機１２０で、メモリ
内のテーブルまたはアレイに記憶することができる。
【００２６】
　[0036]特定の実施形態では、パケット１３０に使用されるフレームフォーマットは、基
礎をなすサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク１４０が１ＭＨｚの帯域幅で動作している
かどうかに少なくとも部分的に基づく。たとえば、帯域幅が１ＭＨｚであるときは、ＳＵ
フレームフォーマットのみが利用可能であり得るが、１ＭＨｚよりも大きい帯域幅の場合
、ＳＵフレームフォーマットとＭＵフレームフォーマットの両方が利用可能であり得る。
特定の実施形態では、いくつかのフィールド継続時間は、帯域幅が１ＭＨｚよりも大きい
ときより、帯域幅が１ＭＨｚであるときの方が長い場合がある。フレームフォーマットお
よびタイミングパラメータの例は、図１３～図１４を参照してさらに記載される。
【００２７】
　[0037]パケット１３０はまた、トーンスケーリングを受ける場合がある。たとえば、パ
ケット１３０の様々なフィールドは、異なる量によってトーンスケーリングすることがで
きる。トーンスケーリングパラメータは、パケットの符号化および／または復号で使用す
ることができる。様々なフィールドのためのトーンスケーリングパラメータを示すデータ
構造（たとえば、テーブル）は、送信機および受信機に記憶されるか、または場合によっ
てはアクセス可能であり得る。たとえば、トーンスケーリングパラメータは、トーンスケ
ーリングパラメータ１１３として送信機１１０で、かつトーンスケーリングパラメータ１
２３として受信機１２０で、メモリ内のテーブルまたはアレイに記憶することができる。
特定の実施形態では、パケット１３０がＳＵフレームフォーマットで表されるか、または
ＭＵフレームフォーマットで表されるかに基づいて、異なるトーンスケーリングパラメー
タを使用することができる。トーンスケーリングパラメータの例は、図１６を参照してさ
らに記載される。
【００２８】
　[0038]動作中、送信機１１０は、選択されたＭＣＳインデックスおよびそれに関連付け
られた符号化特性、選択されたフレームフォーマット、選択されたタイミングパラメータ
、および／または選択されたトーンスケーリングパラメータに基づいて、パケット１３０
を作成および符号化することができる。基礎をなすサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク
１４０で使用中の帯域幅および空間ストリームの数はまた、パケット１３０の作成および
符号化に影響を及ぼす場合がある。たとえば、帯域幅および空間ストリームの数は、何の
ＭＣＳインデックスが利用可能であるか、何のフレームフォーマットが利用可能であるか
、ならびに、いくつかのタイミングパラメータおよびトーンスケーリングパラメータの値
または値の許容範囲に影響を及ぼす場合がある。パケット１３０を受信すると、受信機１
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２０は、パケット１３０を処理（たとえば、復号）する際に、ＭＣＳインデックス、フレ
ームフォーマット、タイミングパラメータ、および／または選択されたトーンスケーリン
グパラメータを使用することができる。
【００２９】
　[0039]図１のシステム１００は、こうして、ＭＣＳインデックス、フレームフォーマッ
ト、タイミングパラメータ、トーンスケーリングパラメータ、およびサブ１ＧＨｚワイヤ
レスネットワーク（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈワイヤレスネットワーク）で使
用する他のメッセージ特性の標準化された値を提供することができ、そのような値は、ワ
イヤレスネットワークの特性（たとえば、帯域幅および空間ストリームの数）に基づいて
変化する。そのようなＰＨＹ（たとえば、レイヤ１）および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
（たとえば、レイヤ２）のメッセージング特性を標準化すると、サブ１ＧＨｚワイヤレス
ネットワークを介した信頼できる通信が可能になり得る。
【００３０】
　[0040]図２Ａ～図２Ｃは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
例を示す。詳細には、図２Ａ～図２Ｃは、１ＭＨｚの帯域幅で動作しながら１つの空間ス
トリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークのためのＭＣＳテーブルを示す
。
【００３１】
　[0041]ＭＣＳテーブルは、複数のＭＣＳインデックスの各々についてのメッセージ特性
を含む場合がある。たとえば、ＭＣＳテーブルは、ＭＣＳインデックス（「MCS Idx」）
ごとの変調スキーム（「Ｍｏｄ」）、コーディングレート（「Ｒ」）、サブキャリアシン
ボル当たりのビット数（「N_bpscs」）、データシンボルの数（「N_sd」）、および／ま
たはパイロットシンボルの数（「N_sp」）を示すことができる。ＭＣＳテーブルはまた、
ＯＦＤＭシンボル当たりのコード化されたビットの数（「N_cbps」）、ＯＦＤＭシンボル
当たりのデータビットの数（「N_dbps」）、使用される符号化器の数（「N_es」）、デー
タレート、および／またはガードインターバル（「GI」）を示すことができる。データレ
ートは、８マイクロ秒のガードインターバルが使用されるか、または４マイクロ秒のガー
ドインターバルが使用されるかに応じて変化する可能性がある。
【００３２】
　[0042]いくつかの実施形態では、他の特性から導出可能な特性は、ＭＣＳテーブルから
省略される場合がある。たとえば、ＯＦＤＭシンボル当たりのコード化されたビットの数
は、数式N_Cbps = N_sd * N_bpscsに従って導出可能であり得る。ＯＦＤＭシンボル当た
りのデータビットの数は、数式N_dbps = N_cbps * Rに従って導出可能であり得る。特定
の実施形態では、符号化器の数は、数式N_es = ceiling(Data Rate/60 Mbpsに基づいて決
定することができ、ここで、ceiling()はシーリング関数である。いくつかの状況では、N
_esのための数式は、本明細書でさらに記載されるように修正することができる。
【００３３】
　[0043]特定の実施形態では、所与の帯域幅および空間ストリームの数についてのＭＣＳ
インデックスは、N_cbps/N_esが非整数である場合、N_dbps/N_esが非整数である場合、ま
たはN_dbpsが非整数である場合、利用できない可能性がある。そのようなＭＣＳインデッ
クスは、実装を簡単にするために（たとえば、パンクチャパターンがＯＦＤＭシンボル間
で均一であるように、かつパンクチャリング／レート照合の後余分なパディングシンボル
が必要とされないように）、利用できないようにされる場合がある。特定の実施形態では
、そうでない場合利用できないはずのいくつかのＭＣＳインデックスの使用を可能にする
ために、符号化器の数N_esは、本明細書でさらに記載されるように、N_cbps/N_esおよび
／またはN_dbps/N_esが整数になるように修正することができる。
【００３４】
　[0044]上述されたように、サブ１ＧＨｚネットワークを介して通信される各パケットは
、ＭＣＳインデックスを含む場合がある。ＭＣＳインデックスは、パケットの様々な特性
を判断するために使用することができる。一般に、ＭＣＳが選択されたとき、ＭＣＳは１
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度発信パケットに適用することができる。しかしながら、１ＭＨｚの帯域幅および１つの
空間ストリームが使用されるときの特定の実施形態では、利用可能なＭＣＳインデックス
のうちの１つは、Mod = BPSK（２位相偏移変調）およびR = 1/4に対応するＭＣＳが２度
適用されるシナリオに対応する場合がある。図２に示されたように、１ＭＨｚおよび１つ
の空間ストリームに対応するＭＣＳテーブルのための少なくとも３つの異なるオプション
が存在する場合がある。（図２Ａで「オプション１」と示された）第１のオプションによ
れば、繰返しＭＣＳシナリオは０のＭＣＳインデックスを有する場合がある。（図２Ｂで
「オプション２」と示された）第２のオプションによれば、繰返しＭＣＳシナリオは１０
のＭＣＳインデックスを有する場合がある。（図２Ｃで「オプション３」と示された）第
３のオプションによれば、繰返しＭＣＳシナリオは１５（すなわち、４ビットのＭＣＳイ
ンデックスが２の補数で解釈されたときは－１）のＭＣＳインデックスを有する場合があ
る。
【００３５】
　[0045]図３Ａ～図３Ｃは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
さらなる例を示す。詳細には、図３Ａ～図３Ｃは、１ＭＨｚの帯域幅で動作しながら２つ
、３つ、または４つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークの
ためのＭＣＳテーブルを示す。
【００３６】
　[0046]図４Ａ～図４Ｄは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
さらなる例を示す。詳細には、図４Ａ～図４Ｄは、２ＭＨｚの帯域幅で動作しながら１つ
、２つ、３つ、または４つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワ
ークのためのＭＣＳテーブルを示す。網掛けにより図４Ａ、図４Ｂ、および図４Ｄに示さ
れたように、ＭＣＳインデックス９は、１つ、２つ、または４つの空間ストリームを使用
して２ＭＨｚで動作するとき、N_dbpsが非整数であり得るので、利用できない可能性があ
る。利用できないＭＣＳインデックスは、（たとえば、利用可能ビットを使用して）フラ
グ付けされるか、またはＭＣＳテーブルから削除されることによって、利用できないと示
すことができる。
【００３７】
　[0047]図５Ａ～図５Ｄは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
さらなる例を示す。詳細には、図５Ａ～図５Ｄは、４ＭＨｚの帯域幅で動作しながら１つ
、２つ、３つ、または４つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワ
ークのためのＭＣＳテーブルを示す。
【００３８】
　[0048]図６Ａ～図６Ｄは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
さらなる例を示す。詳細には、図６Ａ～図６Ｄは、８ＭＨｚの帯域幅で動作しながら１つ
、２つ、３つ、または４つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワ
ークのためのＭＣＳテーブルを示す。網掛けにより図６Ｃに示されたように、ＭＣＳイン
デックス６は、３つの空間ストリームを使用して８ＭＨｚで動作するとき、N_dbps/N_es
が非整数であり得るので、利用できない可能性がある。
【００３９】
　[0049]図７Ａ～図７Ｄは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
さらなる例を示す。詳細には、図７Ａ～図７Ｄは、１６ＭＨｚの帯域幅で動作しながら１
つ、２つ、または３つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク
のためのＭＣＳテーブルを示す。
【００４０】
　[0050]１６ＭＨｚおよび３つの空間ストリームに対応するＭＣＳテーブルについて２つ
のオプションが示される。図７Ｃの第１のオプションでは、ＭＣＳインデックス９は、N_
dbps/N_esが非整数なので利用できない。しかしながら、図７Ｄの第２のオプションに示
されたように、N_esは、ＭＣＳインデックス９について５から６に増やすことができ、そ
れにより、N_dbps/N_esは整数量に変わり、ＭＣＳインデックス９は利用可能になる。こ
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のように、符号化器の数は、いくつかのＭＣＳインデックスを利用可能にするために修正
することができる。そうでない場合６つの符号化器を使用しないはずのデバイスでは、こ
の修正により、符号化器の追加がもたらされる可能性がある。しかしながら、他の帯域幅
／空間ストリームの組合せについて６つの符号化器を使用するデバイス（たとえば、図８
に示されたような１６ＭＨｚで４つの空間ストリームをサポートするデバイス）では、こ
の修正はさらなるハードウェアを追加せずに実行することができる。
【００４１】
　[0051]図８Ａ～図８Ｂは、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
さらなる例を示す。詳細には、図８Ａ～図８Ｂは、１６ＭＨｚの帯域幅で動作しながら４
つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークのためのＭＣＳテー
ブルを示す。
【００４２】
　[0052]１６ＭＨｚ、４つの空間ストリームに対応するＭＣＳテーブルについて２つのオ
プションが示される。図８Ａの第１のオプションでは、ＭＣＳインデックス７は、N_cbps
/N_esが非整数なので利用できない。しかしながら、図８Ｂの第２のオプションに示され
たように、N_esは、ＭＣＳインデックス７について５から６に増やすことができ、それに
より、N_cbps/N_esは整数量に変わり、ＭＣＳインデックス７は利用可能になる。
【００４３】
　[0053]いくつかの実施形態では、すべての帯域幅／空間ストリームの組合せについて単
一の符号化器を使用することができる。結果として、N_dbps/N_es = N_dbpsおよびN_cbps
/N_es = N_cbpsであり、さらなるＭＣＳインデックスが利用可能になることができる。単
一の符号化器が使用されたとき、１つ～４つの空間ストリームを有する１ＭＨｚ、１つ～
４つの空間ストリームを有する２ＭＨｚ、１つ～３つの空間ストリームを有する４ＭＨｚ
、および１つの空間ストリームを有する８ＭＨｚのためのＭＣＳテーブルは、それらのテ
ーブル内の各行がN_es = 1を有するので、上述されたものと同じであり得る。反対に、N_
es > 1を有する少なくとも１つの行を含むＭＣＳテーブルは、図９～図１０に示されたよ
うに修正することができる。
【００４４】
　[0054]図９Ａ～図９Ｄは、すべての帯域幅／空間ストリームの組合せについて単一の符
号化器が使用されるときの、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２１の
例を示す。詳細には、図９Ａ～図９Ｄは、単一の符号化器を用いて、４ＭＨｚの帯域幅で
動作しながら４つの空間ストリームを使用する、および、８ＭＨｚの帯域幅で動作しなが
ら２つ、３つ、または４つの空間ストリームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワ
ークのためのＭＣＳテーブルを示す。特に、８ＭＨｚおよび３つの空間ストリームのため
のＭＣＳインデックス６は、図６Ｃでは利用できないと示されたが、N_es = 1なので図９
Ｃでは利用可能である。
【００４５】
　[0055]図１０Ａ～図１０Ｄは、すべての帯域幅／空間ストリームの組合せについて単一
の符号化器が使用されるときの、図１のＭＣＳテーブル１１１およびＭＣＳテーブル１２
１のさらなる例を示す。詳細には、図１０Ａ～図１０Ｄは、単一の符号化器を用いて、１
６ＭＨｚの帯域幅で動作しながら１つ、２つ、３つ、または４つの空間ストリームを使用
するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークのためのＭＣＳテーブルを示す。特に、１６Ｍ
Ｈｚおよび３つの空間ストリームのためのＭＣＳインデックス９は、Ｎ＿ｅｓが５から６
に増やされない限り図７Ｃでは利用できないと示されたが、N_es = 1なので図１０Ｃでは
利用可能である。
【００４６】
　[0056]図１１は、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のＭＣＳインデックスに基づ
いてメッセージ特性を判断する方法１１００の特定の実施形態のフローチャートである。
例示的な実施形態では、方法１１００は、図１の受信機１２０によって実行することがで
きる。
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【００４７】
　[0057]方法１１００は、１１０２で、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間スト
リームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークを介して、送信機から受信機でパ
ケットを受信することを含む場合がある。ワイヤレスネットワークは、ＩＥＥＥ８０２．
１１ａｈネットワークであり得る。たとえば、図１では、受信機１２０は、ワイヤレスネ
ットワーク１４０を介して送信機１１０からパケット１３０を受信することができる。
【００４８】
　[0058]方法１１００はまた、１１０４で、受信されたパケットからＭＣＳインデックス
を抽出することと、１１０６で、受信機に記憶されたデータ構造を識別することとを含む
場合がある。データ構造は、特定の帯域幅および特定の数の空間ストリームに対応するこ
とができる。特定の実施形態では、ＭＣＳインデックスは、パケットのＰＨＹプリアンブ
ルのＳＩＧフィールドから抽出することができる。たとえば、図１では、抽出器／復号器
１２４は、パケット１３０からＭＣＳインデックスを抽出することができ、帯域幅および
空間ストリームの数に対応するＭＣＳテーブル１２１のうちの１つを識別することができ
る。たとえば、帯域幅が４ＭＨｚであり、１つの空間ストリームが使用中であるとき、識
別されたＭＣＳテーブルは、図５の先頭にあるテーブルであり得る。
【００４９】
　[0059]方法１１００はさらに、１１０８で、抽出されたＭＣＳインデックスに対応する
特性値を求めて、識別されたデータ構造を検索することに基づいて、受信されたパケット
の少なくとも１つの符号化特性を判断することを含む場合がある。符号化特性には、変調
スキーム、コーディングレート、サブキャリアシンボル当たりのビット数、データシンボ
ルの数、パイロットシンボルの数、ＯＦＤＭシンボル当たりのコード化されたビットの数
、ＯＦＤＭシンボル当たりのデータビットの数、符号化器の数、データレート、および／
またはガードインターバルが含まれ得る。たとえば、抽出されたＭＣＳインデックスが５
であるとき、Ｍｏｄ＝６４－ＱＡＭ、Ｒ＝２／３、Ｎ＿ｂｐｓｃｓ＝６、Ｎ＿ｓｄ＝１０
８、Ｎ＿ｓｐ＝６、Ｎ＿ｃｂｐｓ＝６４８、Ｎ＿ｄｂｐｓ＝４３２、Ｎ＿ｅｓ＝１、なら
びに／または、データレート＝８マイクロ秒のＧＩを有する１０，８００Ｋｂｐｓおよび
／もしくは４マイクロ秒のＧＩを有する１２，０００Ｋｂｐｓであると、図５の先頭にあ
るテーブルから判断することができる。
【００５０】
　[0060]方法１１００は、少なくとも１つの符号化特性に基づいてパケットを復号するこ
とを含む場合がある。たとえば、図１では、抽出器／復号器１２４は、少なくとも１つの
符号化特性に基づいてパケット１３０を復号することができる。たとえば、パケット１３
０に適用される復調のタイプ（たとえば、バイナリ位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、
４相ＰＳＫ（ＱＰＳＫ）、４相振幅変調（ＱＡＭ）など）は、図５の先頭にあるＭＣＳテ
ーブル内の「Ｍｏｄ」特性に基づいて判断することができる。
【００５１】
　[0061]図１２は、ＭＣＳインデックスに基づいてサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク
を介して通信されるメッセージのメッセージ特性を制御する方法１２００の特定の実施形
態のフローチャートである。例示的な実施形態では、方法１２００は、図１の送信機１１
０によって実行することができる。
【００５２】
　[0062]方法１２００は、１２０２で、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間スト
リームを使用するサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワークを介してパケットを通信する際の
使用に利用可能な複数のＭＣＳからＭＣＳを送信機で選択することを含む場合がある。た
とえば、図１では、送信機１１０は、使用中の帯域幅および空間ストリームの数に対応す
る、ＭＣＳテーブル１１１のうちの１つから利用可能なＭＣＳを選択することができる。
【００５３】
　[0063]方法１２００はまた、１２０４で、選択されたＭＣＳに対応するＭＣＳインデッ
クスに基づいて、少なくとも１つの符号化特性を判断することを含む場合がある。方法１
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２００はさらに、１２０６で、パケットにＭＣＳインデックスを挿入することと、１２０
８で、少なくとも１つの符号化特性に基づいてパケットを符号化することとを含む場合が
ある。たとえば、図１では、作成器／符号化器１１４は、パケット１３０にＭＣＳインデ
ックスを挿入し、パケット１３０を符号化することができる。方法１２００は、１２１０
で、受信機に符号化されたパケットを送ることを含む場合がある。たとえば、図１では、
送信機１１０は、受信機１２０にパケット１３０を送ることができる。
【００５４】
　[0064]図１３は、図１のパケット１３０を表すために使用できるフレームフォーマット
の特定の実施形態を示す図であり、全体的に１３００と示される。特定の実施形態では、
サブ１ＧＨｚネットワークを介して送信されるパケットは、シングルユーザ（ＳＵ）フレ
ームフォーマット１３１０またはマルチユーザ（ＭＵ）フレームフォーマット１３２０な
どの複数のフレームフォーマットのうちの１つに準拠することができる。各フレームフォ
ーマット１３１０、１３２０は、パケットに含まれるべきフィールドおよびそのようなフ
ィールドの順序を指定することができる。
【００５５】
　[0065]ＳＵフレームフォーマット１３１０は、ショートトレーニングフィールド（ＳＴ
Ｆ）１３１１、ロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）１３１２（ＬＴＦ＿１）、およ
びＳＩＧフィールド１３１３を含む場合がある。複数の空間ストリームが使用中であると
き、ＳＵフレームフォーマット１３１０はまた、追加ＬＴＦ１３１４（たとえば、追加空
間ストリームごとに１つの追加ＬＴＦ）を含む場合がある。ＳＴＦ１３１１、ＬＴＦ１３
１２、ＳＩＧフィールド１３１３、および追加ＬＴＦ１３１４は、パケットプリアンブル
を表すことができる。ＳＵフレームフォーマット１３１０はまた、データ部分１３１５を
含む場合がある。
【００５６】
　[0066]ＭＵフレームフォーマット１３２０は、２つの部分、すなわち、（オムニ部分１
３３０と呼ばれる）プリコーディングなしの第１の部分と、（ＭＵ部分１３４０と呼ばれ
る）プリコーディングありの第２の部分とを含む場合がある。オムニ部分１３３０は、Ｓ
ＴＦ１３２１と、第１のＬＴＦ１３２２（ＬＴＦ＿１）と、信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）フィー
ルド１３２３とを含む場合がある。ＭＵ部分１３４０は、追加ＳＴＦ１３２４、および２
つ以上の空間ストリームが使用中であるとき、１つまたは複数の追加ＬＴＦ１３２５を含
む場合がある。ＭＵ部分１３４０はまた、信号Ｂ（ＳＩＧ－Ｂ）フィールド１３２６と、
データ部分１３２７とを含む場合がある。特定の実施形態では、ＳＩＧ－Ｂフィールド１
３２６は、ユーザごとの単位で存在する場合がある。ＳＴＦフィールドおよびＬＴＦ＿１
フィールドは、プリコーディングされていないオムニ部分１３３０とプリコーディングさ
れているＭＵ部分１３４０の両方に存在して、受信と部分１３３０および部分１３４０の
処理との間の明白なチャネル状態変化の後に受信機を支援することができる。
【００５７】
　[0067]特定の実施形態では、送信機によって選択されたフレームフォーマットは、使用
中のワイヤレスネットワークの帯域幅に依存する場合がある。たとえば、帯域幅が１ＭＨ
ｚであるときはＳＵフレームフォーマット１３１０のみが利用可能であり得るが、帯域幅
が１ＭＨｚよりも大きい（たとえば、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、または１６ＭＨｚ
である）ときはＳＵフレームフォーマット１３１０とＭＵフレームフォーマット１３２０
の両方が利用可能であり得る。
【００５８】
　[0068]特定の実施形態では、ＳＵフレームフォーマット１３１０およびＭＵフレームフ
ォーマット１３２０に関連付けられたタイミングパラメータは、送信機および／または受
信機に記憶されるか、または場合によってはアクセス可能であり得る。図１４は、ＳＵフ
レームフォーマット１３１０およびＭＵフレームフォーマット１３２０のためのタイミン
グパラメータ１４００の具体的な例を示す。例示的な実施形態では、タイミングパラメー
タ１４００は、図１のタイミングパラメータ１１２および／またはタイミングパラメータ
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１２２であり得る。
【００５９】
　[0069]特定の実施形態では、パケット（たとえば、図１のパケット１３０）のタイミン
グパラメータ１４００のうちの１つまたは複数は、帯域幅（たとえば、１ＭＨｚ、２ＭＨ
ｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、または１６ＭＨｚ）および／または空間ストリームの数（１つ
、２つ、３つ、または４つ）に応じて変化する場合がある。タイミングパラメータ１４０
０には、複合データサブキャリアの数N_sd、パイロットサブキャリアの数N_sp、（ガード
を除く）合計サブキャリアの数N_st、最も高いサブキャリアインデックスN_sr、サブキャ
リア周波数間隔delta_f、逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）およびＤＦＴ期間T_dft、ガー
ドインターバル継続時間T_gi、ダブルガードインターバル継続時間T_gi2、ショートガー
ドインターバル継続時間T_gis、ロング間隔を有するＯＦＤＭシンボル継続時間T_syml、
ショートガードインターバルを有するＯＦＤＭシンボル継続時間T_syms、ＳＥＲＶＩＣＥ
フィールドのビット数N_service、ならびに／またはバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）
符号化器当たりのテールビットの数N_tailが含まれ得る。
【００６０】
　[0070]タイミングパラメータ１４００には、ＳＵフレームフォーマットおよびＭＵフレ
ームフォーマットのためのＳＴＦ継続時間T_stf、ＳＵフォーマットおよびＭＵフォーマ
ットのためのLTF_1継続時間T_ltf1、ＳＩＧフィールドおよびＳＩＧ－Ａフィールドの継
続時間T_sig、追加ＬＴＦのための第２のＬＴＦ継続時間T_mimo_ltf、ＭＵフレームフォ
ーマットのための第２のＳＴＦ継続時間T_mu_stf、ならびに／またはＳＩＧ－Ｂフィール
ドの継続時間T_sig_bが含まれ得る。いくつかのタイミングパラメータ１４００は、使用
中の帯域幅に応じて様々な値を有する場合がある。たとえば、ＳＴＦ継続時間T_stf、Ｌ
ＴＦ１継続時間T_ltf1、ＳＩＧ／ＳＩＧ－Ａフィールドの継続時間T_sigは、各々、帯域
幅が１ＭＨｚよりも大きいときより、帯域幅が１ＭＨｚであるときの方が長い場合がある
。特定の実施形態では、タイミングパラメータのうちの１つまたは複数は、図１４に示さ
れたように相互に関係する場合がある。したがって、他のタイミングパラメータから導出
可能なタイミングパラメータは、タイミングパラメータ１４００を記憶するテーブルから
省略することができる。
【００６１】
　[0071]図１５は、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のフレームフォーマットおよ
びタイミングパラメータを制御する方法１５００の特定の実施形態のフローチャートであ
る。例示的な実施形態では、方法１５００は、図１の送信機１１０によって実行すること
ができる。
【００６２】
　[0072]方法１５００は、１５０２で、パケットが受信機に送られるべきと送信機で決定
することと、１５０４で、ワイヤレスネットワークの帯域幅を判定することとを含む場合
がある。たとえば、図１では、送信機１１０は、パケット１３０が受信機１２０に送られ
るべきと決定することができ、（たとえば、アクセスポイントまたはメッセージングデー
タの調査からの情報に基づいて）サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク１４０の帯域幅を
判定することができる。
【００６３】
　[0073]帯域幅が１ＭＨｚであるとき、方法１５００は、１５０６で、パケットを通信す
る際に使用するＳＵフレームフォーマットを選択することを含む場合がある。たとえば、
ＳＵフレームフォーマットは、図１３のＳＵフレームフォーマット１３１０であり得る。
帯域幅が１ＭＨｚよりも大きいとき、方法１５００は、１５０８で、ＳＵフレームフォー
マットまたはＭＵフレームフォーマットを選択することを含む場合がある。たとえば、Ｍ
Ｕフレームフォーマットは、図１３のＭＵフレームフォーマット１３２０であり得る。
【００６４】
　[0074]方法１５００はまた、１５１０で、選択されたフレームフォーマットに従って、
かつ選択されたフレームフォーマットに関連付けられた１つまたは複数のタイミングパラ



(19) JP 5932134 B2 2016.6.8

10

20

30

40

50

メータに基づいて、パケットを生成することを含む場合がある。たとえば、タイミングパ
ラメータは、図１４のタイミングパラメータ１４００のうちの１つまたは複数であり得る
。方法１５００はさらに、１５１２で、送信機から受信機にパケットを送ることを含む場
合がある。たとえば、図１では、送信機１１０は、受信機１２０にパケット１３０を送る
ことができる。
【００６５】
　[0075]図１６は、トーンスケーリングパラメータ１６００の具体的な例を示す。例示的
な実施形態では、トーンスケーリングパラメータ１６００は、図１のトーンスケーリング
パラメータ１１３および／またはトーンスケーリングパラメータ１２３であり得る。
【００６６】
　[0076]パケット（たとえば、図１のパケット１３０）が生成されたとき、パケットの１
つまたは複数のフィールドは、１つまたは複数のトーンスケーリングパラメータによって
スケーリングすることができる。同じパケットの様々なフィールドに様々なトーンスケー
リングパラメータを適用することができる。特定の実施形態では、トーンスケーリングパ
ラメータは、使用中のフレームフォーマット（パケットが図１３のＳＵフレームフォーマ
ット１３１０内にあるか、または図１３のＭＵフレームフォーマット１３２０内にあるか
）、帯域幅、および／または空間ストリームの数の関数であり得る。
【００６７】
　[0077]たとえば、トーンスケーリングパラメータ１６００は、ＳＴＦのトーンスケーリ
ングパラメータと、ＬＴＦ＿１のトーンスケーリングパラメータと、ＳＩＧフィールドの
トーンスケーリングパラメータと、データ部分のトーンスケーリングパラメータとを含む
、１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１６ＭＨｚの帯域幅でのＳＵフレー
ムフォーマットのためのパラメータを含む場合がある。多入力多出力ＬＴＦ（ＭＩＭＯ－
ＬＴＦ）のトーンスケーリングパラメータはまた、２つ以上の空間ストリームが使用中で
あるとき適用することができる。１ＭＨｚの帯域幅で、ＳＩＧフィールドおよびデータ部
分は、同じ数の利用可能なトーン、したがって同じトーンスケーリングパラメータを有す
ることができる。より高い帯域幅で、ＳＩＧフィールドは、より低い帯域幅のＳＩＧフィ
ールドを繰り返すことによって生成することができる。したがって、ＳＩＧフィールドの
トーンスケーリングパラメータは、図１６に示されたように、帯域幅が（たとえば、１Ｍ
Ｈｚから２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚおよび１６ＭＨｚに）倍増するにつれて、（たと
えば、２６から５２、１０４、２０８、および４１６に）倍増する場合がある。しかしな
がら、データ部分のトーンスケーリングパラメータは、倍増しない場合がある。したがっ
て、ＳＩＧフィールドのトーンスケーリングパラメータとデータ部分のトーンスケーリン
グパラメータは、いくつかの帯域幅について異なる場合がある。
【００６８】
　[0078]図１３を参照して上記で説明されたように、ＭＵフレームフォーマットは１ＭＨ
ｚの帯域幅で利用可能ではない場合がある。図１６では、１ＭＨｚでのＭＵフレームフォ
ーマットのためのトーンスケーリングパラメータ１６００は、この利用不可を示すために
網掛けされる。１ＭＨｚよりも大きい帯域幅でのＭＵフレームフォーマットの場合、トー
ンスケーリングパラメータ１６００は、ＳＴＦのトーンスケーリングパラメータと、ＬＴ
Ｆ＿１のトーンスケーリングパラメータと、ＳＩＧ－Ａフィールドのトーンスケーリング
パラメータと、ＳＩＧ－Ｂフィールドのトーンスケーリングパラメータと、データ部分の
トーンスケーリングパラメータと、ＭＵ－ＳＴＦのトーンスケーリングパラメータとを含
む場合がある。ＭＩＭＯ－ＬＴＦのトーンスケーリングパラメータはまた、２つ以上の空
間ストリームが使用中であるとき適用することができる。ＳＩＧ－Ａフィールドのトーン
スケーリングパラメータは、帯域幅が倍増するにつれて倍増する場合があるが、ＳＩＧ－
Ｂフィールドのトーンスケーリングパラメータおよびデータ部分のトーンスケーリングパ
ラメータは、倍増しない場合がある。したがって、ＳＩＧ－Ａフィールドのトーンスケー
リングパラメータは、いくつかの帯域幅についてデータ部分のトーンスケーリングパラメ
ータとは異なる場合がある。ＳＩＧ－Ｂトーンスケーリングパラメータは、図１６に示さ
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れたように、帯域幅ごとにデータ部分のトーンスケーリングパラメータと同じ場合がある
。
【００６９】
　[0079]図１７は、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク内のトーンスケーリングパラメ
ータを制御する方法１７００の特定の実施形態のフローチャートである。例示的な実施形
態では、方法１７００は、図１の送信機１１０によって実行することができる。
【００７０】
　[0080]方法１７００は、１７０２で、特定の帯域幅で動作するサブ１ＧＨｚワイヤレス
ネットワークを介してパケットを通信する際に使用する１つまたは複数のトーンスケーリ
ングパラメータを送信機で選択することを含む場合がある。１つまたは複数のトーンスケ
ーリングパラメータは、パケットのフレームフォーマットおよび特定の帯域幅に少なくと
も部分的に基づいて、選択することができる。たとえば、図１では、送信機１１０は、１
つまたは複数のトーンスケーリングパラメータ１１３を選択することができる。例示的な
実施形態では、トーンスケーリングパラメータは、図１６のトーンスケーリングパラメー
タ１６００のうちの１つまたは複数であり得る。
【００７１】
　[0081]方法１７００はまた、１７０４で、１つまたは複数のトーンスケーリングパラメ
ータに従ってパケットの１つまたは複数のフィールドをスケーリングすることを含んでパ
ケットを生成することを含む場合がある。たとえば、パケットがＳＵフレームフォーマッ
トのパケットであり、帯域幅が１ＭＨｚ以上であるとき、ＳＴＦ、ＬＴＦ＿１、ＳＩＧ、
ＭＩＭＯ－ＬＴＦ、および／またはデータなどのフィールドは、トーンスケーリングパラ
メータによってスケーリングすることができる。別の例として、パケットがＭＵフレーム
フォーマットのパケットであり、帯域幅が１ＭＨｚよりも大きいとき、ＳＴＦ、ＬＴＦ＿
１、ＳＩＧ－Ａ、ＭＵ－ＳＴＦ、ＭＩＭＯ－ＬＴＦ、ＳＩＧ－Ｂ、および／またはデータ
などのフィールドをスケーリングすることができる。
【００７２】
　[0082]方法１７００はさらに、１７０６で、送信機から受信機にパケットを送ることを
含む場合がある。たとえば、図１では、送信機１１０は、受信機１２０にパケット１３０
を送ることができる。
【００７３】
　[0083]様々なデータ構造が示され、テーブルとして記載されたが、他のタイプのデータ
構造を、記載された技法と連携して使用できることに留意されたい。さらに、いくつかの
データ構造は結合することができ、他のデータ構造は分割することができる。たとえば、
帯域幅／空間ストリームの組合せごとに異なるＭＣＳテーブルを使用する代わりに、特定
の実施形態は、帯域幅と、空間ストリームの数と、ＭＣＳインデックスによってインデッ
クス付けされた単一のＭＣＳテーブルとを利用することができる。別の例として、単一の
タイミングパラメータテーブルまたはトーンスケーリングパラメータテーブルを使用する
代わりに、複数のテーブル（たとえば、帯域幅、フレームフォーマット、または帯域幅／
フレームフォーマットの組合せごとに異なるテーブル）を使用することができる。したが
って、図示されたデータ構造よりも多い、少ない、および／または異なるタイプのデータ
構造を、記載された技法と連携して使用することができる。
【００７４】
　[0084]図１８は、モバイル通信デバイス１８００のブロック図である。特定の実施形態
では、モバイル通信デバイス１８００またはその構成要素は、図１の送信機１１０、図１
の受信機１２０、送受信機、またはそれらの任意の組合せを含むか、またはそれらに含ま
れる。さらに、図１１、図１２、図１５、および／または図１７に記載された方法の全部
または一部は、モバイル通信デバイス１８００もしくはその構成要素で、またはそれらに
よって実行することができる。モバイル通信デバイス１８００は、メモリ１８３２に結合
された、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などのプロセッサ１８１０を含む。
【００７５】
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　[0085]メモリ１８３２は、命令１８６０を記憶する非一時的有形コンピュータ可読記憶
デバイスおよび／または非一時的有形プロセッサ可読記憶デバイスであり得る。命令１８
６０は、図１１、図１２、図１５、および／または図１７を参照して記載された方法など
の、本明細書に記載された１つまたは複数の機能または方法を実行するように、プロセッ
サ１８１０によって実行可能であり得る。メモリ１８３２はまた、ＭＣＳテーブル１８６
１と、タイミングパラメータ１８６２と、トーンスケーリングパラメータ１８６３とを記
憶することができる。ＭＣＳテーブル１８６１は、図１のＭＣＳテーブル１１１、図１の
ＭＣＳテーブル１２１、図２～図１０に示されたＭＣＳテーブル、またはそれらの任意の
組合せを含む場合がある。タイミングパラメータ１８６２は、図１のタイミングパラメー
タ１１２、図１のタイミングパラメータ１２２、図１４のタイミングパラメータ１４００
、またはそれらの任意の組合せを含む場合がある。トーンスケーリングパラメータ１８６
３は、図１のトーンスケーリングパラメータ１１３、図１のトーンスケーリングパラメー
タ１２３、図１６のトーンスケーリングパラメータ１６００、またはそれらの任意の組合
せを含む場合がある。
【００７６】
　[0086]プロセッサ１８１０はまた、本明細書に記載されたデバイス構成要素に関係する
命令を含むか、実装するか、または実行することができる。たとえば、プロセッサ１８１
０は、符号化器１８９１（たとえば、図１のパケット作成器／符号化器１１４）および／
または復号器１８９２（たとえば、図１のパケット抽出器／復号器１２４）を含むか、ま
たは実装することができる。
【００７７】
　[0087]図１８はまた、プロセッサ１８１０およびディスプレイ１８２８に結合されたデ
ィスプレイコントローラ１８２６を示す。コーダ／復号器（コーデック）１８３４も、プ
ロセッサ１８１０に結合することができる。スピーカ１８３６およびマイクロフォン１８
３８は、コーデック１８３４に結合することができる。図１８はまた、ワイヤレスコント
ローラ１８４０がプロセッサ１８１０に結合することができ、ワイヤレスコントローラ１
８４０が送受信機１８５０を介してアンテナ１８４２と通信していることを示す。ワイヤ
レスコントローラ１８４０、送受信機１８５０、およびアンテナ１８４２は、こうして、
モバイル通信デバイス１８００によりワイヤレス通信を可能にするワイヤレスインターフ
ェースを表すことができる。たとえば、ワイヤレス通信は、図１のワイヤレスネットワー
ク１４０などのサブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａｈワイヤレスネットワーク）を介する場合がある。そのようなワイヤレスインターフェ
ースは、図１のパケット１３０を送信または受信するために使用することができる。モバ
イル通信デバイス１８００は、多数のワイヤレスインターフェースを含む場合があり、様
々なワイヤレスネットワークは、様々なネットワーキング技術またはネットワーキング技
術の組合せをサポートするように構成される。
【００７８】
　[0088]図１８はモバイル通信デバイスを示すが、サブ１ＧＨｚワイヤレスネットワーク
（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈワイヤレスネットワーク）を介して他のタイプの
デバイスが通信できることに留意されたい。いくつかのデバイスは、図１８に示された構
成要素よりも多い、少ない、および／または異なる構成要素を含む場合がある。たとえば
、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈワイヤレスセンサは、ディスプレイ１８２８、スピーカ１８
３６、またはマイクロフォン１８３８を含まない場合がある。
【００７９】
　[0089]特定の実施形態では、プロセッサ１８１０、ディスプレイコントローラ１８２６
、メモリ１８３２、コーデック１８３４、ワイヤレスコントローラ１８４０、および送受
信機１８５０は、システムインパッケージデバイスまたはシステムオンチップデバイス１
８２２に含まれる。特定の実施形態では、入力デバイス１８３０および電源１８４４は、
システムオンチップデバイス１８２２に結合される。さらに、特定の実施形態では、図１
８に示されたように、ディスプレイデバイス１８２８、入力デバイス１８３０、スピーカ
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１８３６、マイクロフォン１８３８、アンテナ１８４２、および電源１８４４は、システ
ムオンチップデバイス１８２２の外部にある。しかしながら、ディスプレイデバイス１８
２８、入力デバイス１８３０、スピーカ１８３６、マイクロフォン１８３８、アンテナ１
８４２、および電源１８４４の各々は、インターフェースまたはコントローラなどの、シ
ステムオンチップデバイス１８２２の構成要素に結合することができる。
【００８０】
　[0090]記載された実施形態と連携して、装置は、１つまたは複数のデータ構造を記憶す
るための手段を含む。１つまたは複数のデータ構造は、サブ１ギガヘルツワイヤレスネッ
トワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅およびサブ１ギガヘルツワイヤレスネット
ワークの１つまたは複数の利用可能な空間ストリームに対応する。サブ１ギガヘルツワイ
ヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅は、１メガヘルツ帯域幅を含む
。各データ構造は、複数のＭＣＳインデックスの各々に対して、ＭＣＳインデックスを含
むパケットの少なくとも１つの符号化特性を示す。たとえば、記憶するための手段は、図
１の送信機１１０の構成要素（たとえば、メモリまたはデータ記憶デバイス）、図１の受
信機１２０の構成要素（たとえば、メモリまたはデータ記憶デバイス）、図１８のメモリ
１８３２、データを記憶するように構成された別のデバイス、またはそれらの任意の組合
せを含む場合がある。装置はまた、パケットに含まれる特定のＭＣＳインデックスに基づ
いてパケットを処理するための手段を含む。たとえば、処理するための手段は、図１のパ
ケット作成器／符号化器１１４、図１のパケット抽出器／復号器１２４、図１８のプロセ
ッサ１８１０、図１８の符号化器１８９１、図１８の復号器、データを処理するように構
成された別のデバイス、またはこれらの任意の組み合わせを含む場合がある。
【００８１】
　[0091]本明細書で開示された実施形態に関して記載された様々な例示的な論理ブロック
、構成、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者はさらに諒
解されよう。様々な例示的な構成要素、ブロック、構成、モジュール、回路、およびステ
ップが、概してそれらの機能に関して上述された。そのような機能がハードウェアとして
実装されるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的な
システムに課される設計制約に依存する。当業者は、記載された機能を特定の適用例ごと
に様々な方法で実装できるが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じ
るものと解釈されるべきではない。
【００８２】
　[0092]本明細書で開示された実施形態に関して記載された方法またはアルゴリズムのス
テップは、直接ハードウェアで具現化されるか、プロセッサによって実行されるソフトウ
ェアモジュールで具現化されるか、またはその２つの組合せで具現化され得る。ソフトウ
ェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読取り専用
メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマ
ブル読取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、リム－バルディスク、コンパクトディス
ク読取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、または当分野で知られている任意の他の形態の非
一時的記憶媒体の中に常駐することができる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒
体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結
合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと一体であり得る。プロセッサおよび記憶
媒体は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）に存在する場合がある。ＡＳＩＣは、コンピ
ューティングデバイスまたはユーザ端末（たとえば、モバイル電話もしくはＰＤＡ）に存
在する場合がある。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピューティングデバ
イスまたはユーザ端末内の個別構成要素として存在する場合がある。
【００８３】
　[0093]開示された実施形態の上記の説明は、当業者が開示された実施形態を作成し使用
することを可能にするために提供される。これらの実施形態に対する様々な修正形態は、
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当業者には容易に明らかであり、本明細書で定義された原理は、本開示の範囲から逸脱す
ることなく他の実施形態に適用することができる。したがって、本開示は、本明細書で開
示された実施形態に限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲によって定義される
ような原理および新規の特徴に一致する、可能な最大の範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークを介して通信する間使用するための１つまた
は複数のデータ構造を記憶し、前記１つまたは複数のデータ構造は、前記サブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅および前記サブ１ギガヘ
ルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な空間ストリームに対応し、
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの前記１つまたは複数の利用可能な帯域
幅は、１メガヘルツ帯域幅を含み、
　各データ構造は、複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各
々に対して、
　前記ＭＣＳインデックスを含むパケットの変調スキームと、
　前記パケットを符号化するコーディングレートと、
　前記パケットにおけるサブキャリアシンボル当たりのビットの数と、
　前記パケットにおけるデータシンボルの数と、
　前記パケットにおけるパイロットシンボルの数と
を示す、非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ２］
　各データ構造は、前記複数のＭＣＳインデックスの各々に対して、
　前記パケットにおける直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル当たりのコード化され
たビットの数と、
　前記パケットにおけるＯＦＤＭシンボルあたりのデータビットの数と、
　符号化器の数と、
　前記パケットに関連付けられた少なくとも１つのデータレートと
をさらに示す、Ｃ１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのデータレートは、前記パケットにおける８マイクロ秒のガードイ
ンターバルの使用に関連する第１のデータレートと、前記パケットにおける４マイクロ秒
のガードインターバルの使用に関連する第２のデータレートとを含む、Ｃ２に記載の非一
時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ４］
　前記データ構造の全ては、前記複数のＭＣＳインデックスの各々に対して、単一符号化
器が前記パケットを符号化することを示す、Ｃ２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のデータ構造のうちの少なくとも１つは、特定のＭＣＳインデック
スが利用できないことを示す、Ｃ２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のデータ構造は、前記１つまたは複数のデータ構造の内の少なくと
も１つは、
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの動作帯域幅が２メガヘルツであり、１
、２、または４つの空間ストリームが利用されるとき、９に等しいＭＣＳインデックスが
利用できないこと、
　前記動作帯域幅が８メガヘルツであり、３つの空間ストリームが利用されるとき、６に
等しいＭＣＳインデックスが利用できないこと、
　前記動作帯域幅が１６メガヘルツであり、３つの空間ストリームが利用されるとき、９
に等しいＭＣＳインデックスが利用できないことを示す、Ｃ５に記載の非一時的プロセッ
サ可読媒体。
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［Ｃ７］
　前記特定のＭＣＳインデックスは、非整数であるＯＦＤＭシンボル当たりの前記データ
ビットの数、ＯＦＤＭシンボル当たりの前記データビットの数の指数、非整数である前記
符号化器の数、ＯＦＤＭシンボル当たりの前記コード化されたビットの数、および非整数
である前記符号化器の数に基づいて利用できない、Ｃ５に記載の非一時的プロセッサ可読
媒体。
［Ｃ８］
前記データ構造の少なくとも１つは、少なくとも１つの帯域幅および少なくとも１つの空
間ストリームに対して、
　前記ＭＣＳインデックスが０であるとき、前記変調スキームは、２位相偏移変調（ＢＰ
ＳＫ）であり、前記コーディングレートが１／２であり、サブキャリアシンボル当たりの
前記ビットの数が１であること、
　前記ＭＣＳインデックスが１であるとき、前記変調スキームは、４位相偏移変調（ＱＰ
ＳＫ）であり、前記コーディングレートは、１／２であり、サブキャリアシンボルあたり
の前記ビットの数は、２であること、
　前記ＭＣＳインデックスが２であるとき、前記変調スキームは、ＱＰＳＫであり、前記
コーディングレートは、１／２であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの数は
、２であること、
　前記ＭＣＳインデックスが３であるとき、前記変調スキームは、１６値直交振幅変調（
１６－ＱＡＭ）であり、前記コーディングレートは、１／２であり、サブキャリアシンボ
ル当たりの前記ビットの数は、４であること、
　前記ＭＣＳインデックスが４であるとき、前記変調スキームは、１６－ＱＡＭであり、
前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの
数は、４であること、
　前記ＭＣＳインデックスが５であるとき、前記変調スキームは、６４値ＱＡＭ（６４－
ＱＡＭ）であり、前記コーディングレートは、２／３であり、サブキャリアシンボル当た
りの前記ビットの数は、６であること、
　前記ＭＣＳインデックスが６であるとき、前記変調スキームは、６４－ＱＡＭＣであり
、前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビット
の数は、６であること、
　前記ＭＣＳインデックスが７であるとき、前記変調スキームは、６４－ＱＡＭであり、
前記コーディングレートは、５／６であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビットの
数は、６であること、
　前記ＭＣＳインデックスが８であるとき、前記変調スキームは、２５６値ＱＡＭであり
、前記コーディングレートは、３／４であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビット
の数は、８であること、
　前記ＭＣＳインデックスが９であるとき、前記変調スキームは、２５６値ＱＡＭであり
、前記コーディングレートは、５／６であり、サブキャリアシンボル当たりの前記ビット
の数は、８であること、または
　これらの任意の組み合わせを示す、Ｃ２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ９］
　前記データ構造のうちの少なくとも１つは、
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの動作帯域幅が１メガヘルツであるとき
、
　　前記データシンボルの数は２４であり、
　　前記パイロットシンボルの数は、２であり、
　　前記符号化器の数は１であること、
　前記動作帯域幅が２メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は５２であり、
　　前記符号化器の数は４であり、
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　　前記符号化器の数は１であること、
　前記動作帯域幅が４メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は１０８であり、
　　前記符号化器の数は６であり、
　　前記符号化器の数は１または２であること、
　前記動作帯域幅が８メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は２３４であり、
　　前記符号化器の数は８であり、
　　前記符号化器の数は１、２、または３であること、
　前記動作帯域幅が１６メガヘルツであるとき、
　　前記データシンボルの数は４６８であり、
　　前記符号化器の数は１６であり、
　　前記符号化器の数は１、２、３、４、または６であることを示す、Ｃ２に記載の非一
時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ１０］
　前記データ構造のうちの少なくとも１つは、１メガヘルツの帯域幅に対して、１つの空
間ストリームが使用されるとき、
　前記ＭＣＳインデックスが１０であるとき、前記変調スキームは、２位相偏移変調（Ｂ
ＰＳＫ）であり、前記コーディングレートは、１／４であり、サブキャリアシンボル当た
りの前記ビットの数は、１であり、ＯＦＤＭシンボル当たりの前記コード化されたビット
の数は、２６であり、ＯＦＤＭシンボル当たりの前記データビットの数は、６であること
を示す、Ｃ２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ１１］
　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ａｈプロトコルに従って動作する、Ｃ１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体
。
［Ｃ１２］
　プロセッサによって実行されたとき、前記プロセッサに、
　第１の帯域幅で動作しながら第１の数の空間ストリームを使用する前記サブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークを介して第１のパケットを受信することと、
　前記第１のパケットから第１のＭＣＳインデックスを抽出することと、
　前記第１の帯域幅および前記空間ストリームの第１の数に対応する前記１つまたは複数
のデータ構造のうちの第１のデータ構造を識別することと、
　前記第１のＭＣＳインデックスおよび前記第１のデータ構造に基づいて前記受信したパ
ケットの少なくとも１つの符号化特性を決定することと、
　前記少なくとも１つの符号化特性に基づいて前記第１のパケットを復号することと
を行わせる、命令をさらに備える、Ｃ１に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ１３］
　前記第１のＭＣＳインデックスは、前記第１のパケットの物理レイヤ（ＰＨＹ）の信号
（ＳＩＧ）フィールドから抽出される、Ｃ１２に記載の非一時的プロセッサ可読媒体。
［Ｃ１４］
　送信機で、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間ストリームを使用するサブ１ギ
ガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケットを通信することに利用するために利用
可能な複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）からＭＣＳを選択することと、
ここにおいて、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、１メガヘルツの帯域幅
での動作をサポートする、
　前記選択されたＭＣＳに対応するＭＣＳインデックスに基づいて少なくとも１つの符号
化特性を決定することと、
　前記パケットに前記ＭＣＳインデックスを挿入することと、
　前記少なくとも１つの符号化特性に基づいてパケットを符号化することと、
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　受信機に前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークを介して前記符号化されたパケ
ットを送ることと
を備える、方法。
［Ｃ１５］
　受信機で、特定の帯域幅で動作しながら特定の数の空間ストリームを使用するサブ１ギ
ガヘルツワイヤレスネットワークを介して送られたパケットを受信することと、ここにお
いて、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、１メガヘルツの帯域幅での動作
をサポートする、
　前記受信されたパケットから変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックス
を抽出することと、
　前記受信機に記憶されたデータ構造を識別することと、ここにおいて前記データ構造は
、前記特定の帯域幅および前記特定の数の空間ストリームに対応する、
　前記受信されたパケットの少なくとも１つの符号化特性を、前記抽出されたＭＣＳイン
デックスおよび前記識別されたデータ構造に基づいて決定することと、
　前記少なくとも１つの符号化特性に基づいて前記受信されたパケットを復号することと
を備える、方法。
［Ｃ１６］
　１つまたは複数のデータ構造を記憶するメモリと、前記１つまたは複数のデータ構造は
、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な帯域幅および
前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可能な空間ストリ
ームに対応し、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用可
能な帯域幅は、１メガヘルツの帯域幅を含み、各データ構造は、複数の変調およびコーデ
ィングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各々に対して、前記ＭＣＳインデックスを含む
パケットの少なくとも１つの符号化特性を示す、
　前記メモリに結合されるプロセッサと、前記プロセッサは、
　第１の帯域幅で動作しながら第１の数の空間ストリームを使用する前記サブ１ギガヘル
ツワイヤレスネットワークを介して受信された第１のパケットから第１のＭＣＳインデッ
クスを抽出することと、
　前記受信されたパケットの少なくとも１つの符号化特性を、前記第１の帯域幅および前
記第１の数の空間ストリームに対応する前記複数のデータ構造のうちの第１のデータ構造
における前記第１のＭＣＳの検索に基づいて決定することと
を備える、装置。
［Ｃ１７］
　１つまたは複数のデータ構造を記憶するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは
複数のデータ構造は、サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利用
可能な帯域幅および前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの１つまたは複数の利
用可能な空間ストリームに対応し、前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークの前記
１つまたは複数の利用可能な帯域幅は、１メガヘルツの帯域幅を含み、各データ構造は、
複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）インデックスの各々に対して、前記Ｍ
ＣＳインデックスを含むパケットの少なくとも１つの符号化特性を示す、
　前記パケットに含まれる特定のＭＣＳインデックスに基づいてパケットを処理するため
の手段と
を備える、装置。
［Ｃ１８］
　前記処理するための手段は、前記ＭＣＳインデックスに基づいて前記パケットを符号化
するように構成される符号化器を備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記処理するための手段は、前記ＭＣＳインデックスに基づいて前記パケットを復号す
るように構成される復号器を備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
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　前記サブ１ギガヘルツワイヤレスネットワークは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ａｈプロトコルに従って動作する、Ｃ１７に記載の装置。
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図５Ｂ】 【図５Ｃ】
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【図７Ｂ】 【図７Ｃ】
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【図８Ｂ】 【図９Ａ】
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【図９Ｄ】 【図１０Ａ】
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【図１０Ｄ】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】



(38) JP 5932134 B2 2016.6.8

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100158805
            弁理士　井関　守三
(74)代理人  100179062
            弁理士　井上　正
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(72)発明者  バイク、ユージーン・ジェイ．
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ベルマニ、サミーア
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  速水　雄太

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１１／００２６６２３（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１１／００９６７９６（ＵＳ，Ａ１）　　
              Hongyuan Zhang, et al.，11ah Data Transmission Flow，IEEE 802.11-11/1484r6，２０１２年
              　１月
              Sameer Vermani，Preamble Format for 1 MHz，IEEE 802.11-11/1482r4，２０１２年　１月

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｊ　　１１／００　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　２８／１８　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　８４／１２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

